
  

 

チーム名：出席番号となり同士 
メンバー：飯沼真一,上田和樹,江良徹 

チーム紹介 

いつも仲良しの 3 人組です。メンバーは遠隔地でしたが LINE や ZOOM で議論を重ね、知恵を出し合

い、テスト戦略を販売戦略に繋ぎ販売を加速させました。これでもかというくらい執念深いテスト要求

分析が見どころの一つです。他にも思い切ったテスト範囲の絞り込みやテスト実施の検討を行うなど、

さまざまな工夫を凝らしました。 
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テスト

戦略 

売れるシステムをリリースする • 一度顧客を囲い込めば、安定した収入が得られる 

• ツール売りだけでなく、ソリューションビジネスにつなげることができる 

マーケット戦略部の販売

戦略からゴール分割 

早期リリースにより、管理ツール未

導入ユーザーの獲得を目指す 
他製品との差別化を図るため、「セキュリティ」「可用性の高さ」

を非機能の重点テストとする 

• 後発のため、早期リリースが必要 

• テスト管理ツールは多数リリースされているため、差別化しないと販売が難しい 

対象ユーザーを絞って、対象ユーザーが必要とする機能を優先開

発し、不具合を摘出するピンポイントテストで品質を高める 

少ない工数で効率の良い

テストを行う 

より少ない工数で多くの網羅

できるテストを行う 
オフショアの活用によるリ

ソースの補完 
外注の活用などで、セキュリティテス

トのアウトソーシングを行う 
粒度の粗い仕様書をテスト

チームにて補完する 

機能網羅と状態遷移と画面遷移を

包含したシナリオテスト結果 
機能／画面／状態遷移の網羅率は

最低でも 80％以上） 

• 早期リリースといっても、品質が低いものをリリースしてしまうと後々のビジネスに影響する 

• 今のテストチームでは、セキュリティテストなどの非機能テストのノウハウが少ない 

SQuaREや利用時分析をイ

ンプットとしたテストタイ

プ一覧 
外注への RFPと受入テ

スト結果 
オフショアへの RFP、教

育結果、受入テスト結果 

以下がテストされている結果 
• 「セキュリティ」 

• 「可用性の高さ」 

以下の機能についてテストされている結果 
• 「集計の効率化」 

• 「テスト実行後の品質分析」 
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テストアーキテクチャ設計 

テスト設計プロセス 



 

システム分析（概要） 



 

システム分析（詳細） 



 

テスト業務分析 



 
テスト設計書 

メインフローを１００％実施することにより、 

画面カバレッジ ９０．７４％、画面遷移パスカバレッジ８１．８２％ 

機能カバレッジ ８１．１８％、状態遷移パスカバレッジ９２．００％ 

となり、品質目標である機能/画面/状態遷移の網羅率８０％以上を達成できる！ 


